
　

通
常
国
会
の
終

盤
に
な
っ
て
か

ら
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
法
案
が
よ
う

や
く
審
議
入
り
し

た
。
１
９
９
６
年

に
、
法
制
審
議
会
が
別
姓
制
度

の
導
入
を
答
申
し
、
翌
年
に
、

旧
民
主
党
の
法
案
が
衆
議
院
で

審
議
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
が
、

国
会
で
審
議
さ
れ
る
の
は
実
に

28
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

　

国
民
の
中
で
は
、
夫
婦
別
姓

を
容
認
す
る
価
値
観
が
広
が

り
、
経
団
連
も
制
度
の
実
現
を

求
め
る
提
言
を
出
す
な
ど
、
社

会
情
勢
が
変
化
し
て
い
る
。
法

案
の
成
立
に
至
ら
な
か
っ
た
こ

と
で
、
立
法
府
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
な
い
と
の
批
判

は
ま
ぬ
が
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

自
民
党
の
保
守
派
が
、
別
姓

制
度
の
導
入
に
強
硬
に
反
対
し

て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
反

対
す
る
理
由
や
背
景
に
は
何
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
反
対
派
が

主
張
す
る
理
由
は
、「
家
族
の

絆
や
一
体
感
が
弱
ま
る
」「
伝

統
や
文
化
を
尊
重
す
べ
き
」

「
戸
籍
制
度
や
天
皇
制
に
も
影

響
が
及
ぶ
」
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
の
視
点
か
ら
、
反

対
派
の
議
論
の
背
景
に
、〝
日

本
型
福
祉
社
会
〟
の
理
念
が
存

在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日

本
型
福
祉
社
会
と
は
、
家
族
や

地
域
の
助
け
あ
い
を
重
視
し
、

政
府
の
役
割
を
限
定
的
に
と
ら

え
る
概
念
で
、
社
会
保
障
費
の

抑
制
に
つ
な
が
る
路
線
だ
。
社

会
福
祉
に
公
的
責
任
を
求
め
る

私
た
ち
は
、
別
姓
制
度
導
入
の

運
動
に
連
帯
し
て
い
こ
う
。

�

（
大
西
）
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　７月７日午後９時からフジテレビの毎週月
曜日の枠で、ドラマ「明日はもっと、いい日
になる」が放送される。児童相談所を舞台
に、主演の福原遥さんが新人児童福祉司を演
じるという。福原遥さんは番組ホームページ

で、「児童相談所に関わる親とこどもを救っ
ていく物語です」「見終わった後に少しでも
心が軽くなったり、温かい気持ちになっても
らえるような作品にできればと思います」と
決意を示している。ドラマに注目しよう！

フジテレビ「明日はもっと、いい日になる」 舞台は児童相談所

均
年
齢
は
85
・
58
歳
と
な
っ

て
い
ま
す
。
戦
争
や
被
爆
の

体
験
を
直
接
語
れ
る
人
た
ち

は
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
次
の

世
代
が
語
り
部
や
ガ
イ
ド
を

引
き
継
い
だ
り
、
学
生
が
戦

争
や
原
爆
に
よ
る
被
害
を
調

査
し
て
考
え
あ
っ
た
り
す
る

活
動
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

福
祉
保
育
労
の
組
合
活
動

の
な
か
で
も
、
折
り
鶴
を
折

っ
た
り
、
平
和
に
関
す
る
絵

本
を
紹
介
し
あ
っ
た
り
、
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
代
表

を
派
遣
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
り
く
み
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

戦
後
80
年
を
迎
え
る
直
前

の
今
年
６
月
に
は
、
ア
メ
リ

カ
が
イ
ラ
ン
を
攻
撃
す
る
な

ど
、
平
和
が
大
き
く
揺
ら
い

で
い
ま
す
。
反
省
の
も
と
に

不
戦
を
誓
っ
た
憲
法
を
持
つ

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
平

和
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
を

み
つ
め
る
時
で
す
。

辺
な
ど
で
寝
泊
ま
り
す
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
４

８
年
の
厚
生
省
の
調
査
で
、

戦
災
孤
児
は
12
万
３
０
０
０

人
に
の
ぼ
り
、
当
時
孤
児
院

と
呼
ば
れ
た
児
童
養
護
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
、
生
活
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
和
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
今

平
和
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
今

で
き
る
こ
と
を

で
き
る
こ
と
を

み
つ
め
て
み
よ
う

み
つ
め
て
み
よ
う

　

保
育
や
障
害
福
祉
、
社
会

的
養
護
な
ど
、
福
祉
現
場
と

戦
争
は
密
接
な
関
係
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
。
被
爆
者
の

人
数
（
被
爆
者
健
康
手
帳
所

持
者
数
）
は
昨
年
３
月
末
時

点
で
10
万
６
８
２
５
人
、
平

公
開
さ
れ
た
映
画
「
あ
の
日

の
オ
ル
ガ
ン
」（
監
督
：
平

松
恵
美
子　

主
演
：
戸
田
恵

梨
香
・
大
原
櫻
子
）
の
よ
う

に
、
疎
開
保
育
に
至
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
に

は
広
島
に
、
８
月
９
日
に
は

長
崎
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
21
万
人
以
上

が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
も
多

く
の
被
爆
者
と
家
族
が
原
爆

症
や
差
別
に
苦
し
み
続
け
ま

し
た
。
核
兵
器
の
廃
絶
と
原

爆
被
害
の
国
家
補
償
を
求
め

る
運
動
が
広
が
る
な
か
、
１

９
５
６
年
に
日
本
被
団
協
が

結
成
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
る

運
動
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
12

月
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

戦
争
が
生
み
出
し
た

戦
争
が
生
み
出
し
た

多
く
の
障
害
者
や

多
く
の
障
害
者
や

戦
災
孤
児
た
ち

戦
災
孤
児
た
ち

　

１
９
４
５
年
８
月
15
日
に

終
わ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦

で
は
、
日
本
の
軍
人
な
ど
２

３
０
万
人
、
民
間
人
80
万

人
、
日
本
が
侵
略
し
た
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
約
２

０
０
０
万
人
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
、

多
く
の
障
害
者
が
生
み
出
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
親
を
失
っ
た
こ
と

で
、
戦
災
孤
児
が
上
野
駅
周

で
、
国
民
は
空
襲
に
お
び

え
、
わ
ず
か
な
食
糧
で
の
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
１

９
４
４
年
か
ら
は
、
学
童
疎

開
に
よ
っ
て
親
元
を
離
れ
て

生
活
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

子
ど
も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
学
童
だ

け
で
な
く
、
２
０
１
９
年
に

戦
争
に
よ
る
恐
怖
と

戦
争
に
よ
る
恐
怖
と

欠
乏
に
日
本
国
民
は

欠
乏
に
日
本
国
民
は

お
び
え
続
け
た

お
び
え
続
け
た

　

１
９
３
０
年
代
か
ら
の
長

期
に
わ
た
る
戦
争
の
な
か

に
、
活
動
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
過
去
の
戦
争
に

よ
っ
て
、い
の
ち
と
く
ら
し
、

一
人
ひ
と
り
に
保
障
さ
れ
る

べ
き
福
祉
が
犠
牲
に
な
っ
た

教
訓
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
平
和
こ
そ
最
大
の

「
平
和
こ
そ
最
大
の

福
祉
」
　
過
去
の

福
祉
」
　
過
去
の

戦
争
の
教
訓
か
ら

戦
争
の
教
訓
か
ら

　

福
祉
保
育
労
は
、「
平
和
こ

そ
最
大
の
福
祉
」
を
合
言
葉

被爆・戦争被爆・戦争かからら80年80年

み
ん
な
で

み
ん
な
で

考
え
あ
お
う

考
え
あ
お
う

平
和
っ
て
？

平
和
っ
て
？

　

今
年
２
０
２
５
年
は
、
被
爆
・
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
に
あ
た

っ
て
、
多
く
の
犠
牲
者
を
生
ん
だ
反
省
に
立
っ
て
、
戦
争
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
、
平
和
に
む
け
て
何
が
で
き
る
か
考
え
あ
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
今
号
で
は
１
～
３
面
で
、
被
爆
・
戦
後
80
年
を
特
集
し
ま
す
。

データで
みつめる戦争・被爆・平和

太太平洋戦争による戦死者の概数平洋戦争による戦死者の概数（人（人））
国内320万人　国外（アジア・太平洋）約2000万人

被被爆による死爆による死者者
広島市　約14万人（1945年12月までの推計）
長崎市　約７万4000人（1946年７月発表）

被被爆者の人数爆者の人数（被爆者健康手帳所持者数（被爆者健康手帳所持者数））
10万6825人
（2024年３月末現在・厚生労働省）

被被爆者の平均年爆者の平均年齢齢
85.58歳（同上）

爆心地から約160メートルにある
原爆ドーム（広島市）
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全
労
連
は
昨
年
10
月
か

ら
12
月
末
ま
で
実
施
し
た

介
護
労
働
実
態
調
査
を
５

月
に
公
表
し
た
。
６
３
５

３
人
の
回
答
に
よ
る
と
、

介
護
労
働
者
の
平
均
賃
金

は
月
額
20
万
９
５
６
円

で
、
雇
用
形
態
別
で
は
、

正
職
員
24
万
９
５
８
５

円
、
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

（
フ
ル
タ
イ
ム
）
17
万
２

９
０
円
、
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
（
短
時
間
・
厚
生
年

金
加
入
）
が
14
万
２
２
５

３
円
、
臨
時
・
パ
ー
ト
職

員
（
短
時
間
・
厚
生
年
金

未
加
入
）
７
万
３
１
３
円

な
ど
と
、
非
正
規
雇
用
の

厳
し
さ
も
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。
厚
生
労
働
省
の
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
に

よ
る
全
産
業
の
平
均
賃
金

は
35
万
９
６
０
０
円
で
、

今
回
の
調
査
の
正
職
員
と

比
べ
て
約
11
万
円
も
の
格

差
が
あ
る
。
ま
た
、
定
期

昇
給
が
あ
っ
た
の
は
58
・

０
％
で
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

は
27
・
５
％
と
３
割
に
満

た
な
い
。
全
労
連
は
こ
の

結
果
を
受
け
て
、「
政
府

の
進
め
る
処
遇
改
善
策

が
、
現
場
の
介
護
労
働
者

に
は
十
分
に
届
い
て
い
な

い
」、
と
し
、
賃
上
げ
が

「
物
価
高
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

現
在
、
国
内
の
ケ
ア

（
医
療
・
福
祉
）
労
働
者

の
数
は
、
お
よ
そ
９
０
０

万
人
（
政
府
統
計
・
２
０

２
５
年
）
で
、
労
働
者
全

体
の
７
人
に
１
人
に
及

ぶ
。
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上

げ
が
国
民
全
体
の
賃
金
水

準
を
引
き
上
げ
る
う
え
で

焦
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
改
善

対
策
と
し
て
、
政
府
は
５

月
に
「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
賃
金
向
上
推

進
５
か
年
計
画
」
を
策
定

し
た
。
そ
の
中
で
介
護
・

福
祉
・
保
育
に
関
し
て
、

「
人
件
費
を
価
格
転
嫁
で

き
な
い
」「
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
型
か
ら
の
転
換
」「
次

期
報
酬
改
定
で
必
要
な
見

直
し
」
な
ど
の
言
葉
が
並

ぶ
が
、
対
策
の
力
点
は
業

務
効
率
化
や
生
産
性
向
上

に
置
か
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
対た

い

峙じ

す
べ
き

は
、
労
働
者
の
ホ
ン
ネ
の

要
求
と
利
用
者
の
処
遇
の

実
態
を
軸
に
す
え
た
賃
上

げ
議
論
で
、
最
低
賃
金
と

職
員
配
置
基
準
の
引
き
上

げ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
大
幅

な
予
算
の
増
額
だ
。

平
和
行
進
に
参
加
し
た
北
海
道
地
本
・
旭
川
支

部
葦
の
会
分
会
の
２
人
（
右
）
25
年
５
月
10
日

●11日（土）　�全労連レイバーユニオンカレッジ
　　　　　　（レバカレ）2025� （～13日）

10月

●11日（金）　�今さら聞けない、組合の悩みを語り
あおう　モヤモヤ・スッキリ！相談
室

� （オンライン）　テーマ「労働相談」

●20日（日）　参議院議員選挙投開票日

●27日（日）　�障害種別協議会学習交流集会＆総会
� （28日・厚生労働省交渉）

７月

●13日（土）　福祉保育労第41回定期全国大会
� （～14日）

９月

生
産
性
の
向
上
で
は
な
く
、労
働
者
の
ホ
ン
ネ
を
軸
に

賃
金
と
職
員
配
置
の
引
き
上
げ
を
求
め
よ
う

95歳の被爆者がXで発信 「#戦争反対」を続ける理由95歳の被爆者がXで発信 「#戦争反対」を続ける理由
（日本テレビ 25年６月３日）（日本テレビ 25年６月３日）https://youtu.be/9VZ5_1rVaakhttps://youtu.be/9VZ5_1rVaak
　自身の被爆体験や日常を、X（アカウント名わたくし96歳@Iam90yearsold）
で発信している森田富美子さんは95歳（取材当時）。“#戦争反対”や“#核兵器
廃絶”などを打ち込んだ日々の投稿が話題となり、現在８万人以上のフォロワ
ーがいます。被爆体験を含む半生をつづった書籍『わたくし96歳#戦争反対』
（講談社　娘の森田京子さんとの共著）が、６月４日発売されるなど、反響が
広がっています。「今からの若い人に戦争のことをわかってほしい。調べて感じ
ていただければ」と伝え続けています。被爆・戦後80年のもと、体験を語れる
人は少なくなっています。発信をうけとめて、考えあう夏にしていきましょう。

※10分動画

４

　全国保育種別協議会の学習交流集会を、６年ぶりに２日
間の企画で開催しました。香川支部の協力のもと、高松市
内の会場とオンラインのハイブリット形式で約50人が参加
しました。
　１日目は、全体会と分科会で構成。基調報告では、分科会
は「保育職場の組合とは？」「分会活動や労働条件の交流」
「平和の思いや経験の語りあい」の３つのテーマで、問題
意識と交流を深めました。夕食交流会では、ご当地名物の
骨付き鶏を食べながら、各地域のおみやげをビンゴゲーム
の勝者から好きなものをもらうなどで盛り上がりました。
　２日目は記念講演で、「子どもにとっての“遊び”と保
育者の役割」と題して、東京都立大学の田中浩司教授にお
話しいただきました。子どもたちが遊びのなかで何を面白

がっているのかを保育者がとらえる必要性を強調。ルール
のある遊びについては、子どもの言葉をうけとめたり、遊
びを通して仲間に受け入れられる感覚を大切にしたりする
視点などが示されました。「ごっこ遊び」を若手保育者と
伴奏しながらつくっていき、日常のなかに遊び心を見出す
重要性なども共有しました。
　講演について「どんな遊びで何が楽しかったのかをゆっ
くり丁寧に聞いてあげられる余裕がなかった自分にも反省
する点があった」、分科会について「自分たちの働き方や
労使関係などがあたりまえじゃないことが交流でわかっ
た」などの感想が寄せられました。

全国保育種別協議会第34回学習交流集会in香川
　　　　　　　　　　６月７・８日　高松市内

６年ぶりの２日間開催　
保育者の役割と組合の重要性 学んで交流

学
習
・
交
流
で
み
ん
な
が

笑
顔
に　
　
　
　
　
　
　

　集会は、６月７日、８日に開催され、福祉保育労から16
人が参加しました。１日目の全体会では、ジャーナリスト
の竹信三恵子さんによる記念講演「さらに広がる非正規の
働き方をどう考えるか？」と、２人の被爆者から「被爆の
証言」「ノーベル平和賞受賞とこれからの運動」をテーマ
に訴えと報告がありました。
　２日目は「ジェンダー平等に見る貧困と格差」「均等待
遇の実現へ　25非正規春闘の成果」「ハラスメントのない
職場づくり」など11の分科会が開催されました。

第33回非正規ではたらくなかまの全国交流集会in広島

非正規の働き方と平和を学び語る

パ
レ
ー
ド
の
横
断
幕
を
持
つ

福
祉
保
育
労
の
参
加
者　
　

　
　
　
　

（
25
年
６
月
７
日
）

増
え
つ
づ
け
る
防
衛
予
算

80
年
前
に
も
似
た
傾
向
が

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を

侵
略
し
て
い
っ
た
日
本
軍
で

は
約
２
３
０
万
人
が
戦
死
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
60
％

以
上
が
餓
死
や
マ
ラ
リ
ア
な

ど
に
よ
る
病
死
だ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
食
糧
が
届
か
ず
、
不
衛

生
な
環
境
の
も
と
で
、
相
手

に
よ
る
攻
撃
な
ど
で
は
な

く
、
飢
え
や
病
気
に
よ
っ
て

命
を
落
と
す
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
。

国
民
の
食
糧
配
給

国
民
の
食
糧
配
給

厳
し
く
な
る
一
方

厳
し
く
な
る
一
方

軍
事
費
は
急
拡
大

軍
事
費
は
急
拡
大

　

戦
争
が
進
む
な
か
で
、
国

民
の
食
糧
事
情
は
厳
し
く
な

り
、
配
給
に
も
影
響
し
て
、

お
米
は
な
く
な
り
、
芋
な
ど

が
中
心
に
な
る
な
ど
、
粗
末

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
軍
事
費
は
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
１
９
３
７
年
に
32
億

７
７
９
４
万
円
だ
っ
た
軍
事

費
は
拡
大
を
つ
づ
け
、
終
戦

前
年
の
１
９
４
４
年
に
は
何

と
７
３
５
億
１
４
６
７
万
円

と
な
り
ま
す
。
た
っ
た
７
年

で
、
22
倍
に
増
や
さ
れ
た
の

で
す
。

　

い
ま
、
日
本
で
は
、
２
０

２
３
年
度
か
ら
防
衛
費
を
５

年
間
で
倍
増
さ
せ
る
計
画
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
22
年
度

に
５
・
４
兆
円
だ
っ
た
防
衛

費
が
25
年
度
に
は
８
・
７
兆

円
に
な
り
ま
し
た
。
27
年
度

に
は
11
兆
円
近
く
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で

増
や
す
必
要
が
あ
る
の
か
、

80
年
前
と
似
た
状
況
で
い
い

の
か
ど
う
か
、
考
え
あ
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
７
月
20
日

投
票
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

の
争
点
の
ひ
と
つ
で
す
。

データでデータで
みつめるみつめる戦争・被爆・平和戦争・被爆・平和

核兵器禁止を求める声が高まる核兵器禁止を求める声が高まる
日本がその先頭に立つ時日本がその先頭に立つ時

世
界
で
広
が
る
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
署
名
と
批
准

　

核
兵
器
を
め
ぐ
る
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
世

界
に
は
１
万
２
５
０
０
発
以

上
の
核
兵
器
が
保
有
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ

ア
な
ど
の
核
保
有
国
が
「
軍

事
対
軍
事
」
の
様
相
を
強
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
核
保
有

国
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ

ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
北

朝
鮮
の
９
ヵ
国
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
核

兵
器
の
使
用
や
保
持
を
禁
止

す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
（
２

０
１
７
年
採
択
・
２
０
２
１

年
発
効
）
へ
の
署
名
・
批
准

が
広
が
り
、
署
名
国
は
94
ヵ

国
、
批
准
国
も
73
ヵ
国
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
12

月
２
日
の
国
連
総
会
で
は
、

こ
の
条
約
へ
の
参
加
を
訴
え

る
決
議
が
、
国
連
加
盟
国
の

約
３
分
の
２
の
１
２
７
ヵ
国

が
賛
成
し
て
、
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
で
い
い
の
か

こ
れ
で
い
い
の
か

日
本
政
府
の
姿
勢

日
本
政
府
の
姿
勢

参
院
選
で
選
択
を

参
院
選
で
選
択
を

　

と
こ
ろ
が
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
の
日
本
政
府
は
署
名

も
批
准
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
政
府
が
先
頭
に
立
っ

て
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

参
議
院
選
挙
で
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
消
極
的
な
態
度

を
と
り
続
け
る
自
民
党
が
中

心
の
政
権
を
続
け
る
の
か
、

条
約
の
批
准
な
ど
を
公
約
す

る
政
党
が
過
半
数
を
占
め
る

広島で開催された全国非正規集会で核兵器廃絶を求めて（25年６月７日）

軍人・軍属の戦死者（230万人）の死因

餓死やマラリア餓死やマラリア
などによる病死などによる病死140万人140万人 それそれ

以外以外90万人90万人
出典：「餓死（うえじに）した英霊たち」（藤原彰著、青木書店、2001年）

戦
時
中
の
日
本
の
軍
事
費
の
推
移

直
近
の
防
衛
費
の
推
移

�

※
当
初
予
算
ベ
ー
ス

出典：大蔵省昭和財政史編集室編
　　　「昭和財政史」ほか

（年）

170億8768万

735億1467万

298億2882万

188億3674万

125億342万

79億4720万

64億6808万

59億6275万

（円）1937

38

39

40

41

42

43

44

45

32億7794万

（兆円）

増加

2021年度 22 23 24 25 26 27
0

2

4

6

8

10

12

11
？10

？8.7
7.9

6.8
5.45.3

兆円

「核兵器禁止条約」決議
2024年12月２日国連総会決議（79/37）

広がる核兵器禁止条約への署名・批准

（署名・批准国数は2024年９月24日現在）

反対した国
の内訳は？

賛成 127ヵ国

批准国 73カ国批准国 73カ国

44ヵ国反対反対
　核保有国とNATO加盟国、「核の傘」の国日本と韓国
が反対。同様に「核の傘」の国であるオーストラリアは
保留。日本の反対は７年連続

＊署名：条約の趣旨と内容に基本的に賛同すること
＊批准：条約を認め、国際的に宣言すること

の
か
、
大
き
な
選
択
が
私
た

ち
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

８
月
８
月
1515
日
に
は

日
に
は

日
本
テ
レ
ビ
で

日
本
テ
レ
ビ
で

「
火
垂
る
の
墓
」も

「
火
垂
る
の
墓
」も

　

被
爆
・
戦
後
80
年
の
節
目

で
、
関
連
す
る
テ
レ
ビ
番
組

な
ど
が
例
年
よ
り
も
増
え
て

い
ま
す
。「
福
祉
の
な
か

ま
」
６
月
号
と
７
月
号
の
連

載
企
画
「
動
画
で
学
ん
で
話

題
に
し
よ
う
」
で
も
、
沖
縄

戦
の
実
相
と
被
爆
者
の
発
信

の
報
道
を
紹
介
し
て
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
視
聴
を
よ
び

か
け
て
い
ま
す
。
終
戦
記
念

日
の
８
月
15
日
に
は
、
ス
タ

ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
映
画

「
火
垂
る
の
墓
」
が
日
本
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
を
大
切

に
、
戦
争
と
平
和
を
考
え
あ

う
夏
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

軍
人
の
６
割
超
が

軍
人
の
６
割
超
が

飢
え
や
病
気
で

飢
え
や
病
気
で

命
を
落
と
す

命
を
落
と
す



Myメッセージ

伝えたい！
力組合
の

チカラ

④福祉のなかま第399号 2025年７月号

　３月号の「福祉の風」に、若い組合員・職
員を「若い子」「１年目の子」などとよぶこ
とについて、モヤモヤを感じるという記事を
掲載しました。反響が相次ぎ、５月号の「お
便りありがとう」には、届いた声のひとつを
紹介しました。２つの記事について、「私も
『若い子』という言い方にはずっと違和感を
持っていた。『若い子』とよばれる側にも違
和感があったんだとわかった」「私たちの職
場でも、歴の浅い職員が『若い子たち』と何
かとくくられて、意見を伝えたとしても通る
ことも少なく、記事の指摘に共感した」など
の声が寄せられました。モヤモヤを前向きに
うけとめて、分会・職場・地方組織で考えあ
っていきましょう。

「若い子」とよばれるモヤモヤに
反響が相次いで

編集部より

　「今月の主張」を読んで、考えさせられま
した。自分も保育園に就職したての頃、たく
さん失敗して、落ち込んでいる時、「そんな
こと、私もあったわ～」と先輩が失敗談を話
してくれたり、「あるある～」と笑い飛ばし
てくれたりしたことを思い出しました。悩ん
だ時や困った時に相談される・補いあえる職
員集団をめざして、ベテランから自分の失敗
などを話すことを、今まで以上に意識してい
きたいと思います。

ベテランから自分の失敗などを
話すことを意識して
京都地本・みつばち菜の花分会　服部　見美さん

　働きやすい環境を整えて、長く働き続けら
れるように、あきらめないことが大切だと思
いました。分会でも要求をコツコツ出し続け
て、今年ついに駐輪場に屋根がついて、うれ
しさと継続の大切さを学びました。

コツコツと求めつづけて
駐輪場に屋根が
東海地本・清明山保育園分会　奥村　茜さん

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

25
春
闘
の
要
求
書
に
組
合

員
み
ん
な
の
思
い
が
反
映
で

き
る
よ
う
、
対
面
で
集
ま

り
、
働
い
て
感
じ
る
こ
と
や

雑
談
も
含
め
て
話
を
し
ま
し

た
。「
要
求
は
値
切
ら
な
く

て
も
よ
い
。
今
回
は
言
い
た

い
こ
と
を
み
ん
な
で
言
お

う
」
と
伝
え
た
ら
、
若
い
組

合
員
か
ら
「
住
宅
手
当
が
家

賃
に
見
あ
っ
て
い
な
い
」

「
不
妊
治
療
の
保
障
が
ほ
し

い
」
な
ど
の
思
い
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
要
求
項
目
に
盛
り

込
こ
ん
だ
結
果
、
住
宅
手
当

の
一
律
２
５
０
０
円
の
引
き

上
げ
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

団
体
交
渉
で
は
、「
関
係

な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と

も
、
立
場
が
変
わ
れ
ば
自
分

の
要
求
に
な
る
」「
子
育
て

世
代
を
支
え
る
側
と
し
て
フ

ォ
ロ
ー
し
た
い
」
と
の
気
持

ち
が
高
ま
り
、
今
い
る
職
員

と
働
き
続
け
た
い
強
い
思
い

が
「
み
ん
な
の
要
求
」
と
し

て
た
た
か
お
う
と
い
う
団
結

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

み
な
と
福
祉
会
分
会
（
障

害
福
祉
）
は
、
春
闘
期
に
要

求
書
を
提
出
し
て
団
体
交
渉

す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
２
年
前
の
要
求
書
づ

く
り
の
時
に
、
子
育
て
世
代

の
組
合
員
が
「
ず
っ
と
意
見

を
出
し
て
い
る
の
に
、
ど
う

せ
私
の
要
求
は
入
れ
て
も
ら

え
な
い
」
と
つ
ぶ
や
い
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、

お
互
い
の
思
い
を
出
し
あ

い
、
働
き
や
す
く
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
、
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
る
き
っ
か

要求は値切らず 思いを
出しあえば 団結は強まる

【
趣
味
・
ス
ト
レ
ス
発
散

法
】
市
民
農
園
を
借
り
て

畑
で
野
菜
作
り
！

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶８月15日
発表▶2025年10月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

東海地本　副執行委員長
（みなと福祉会分会）

大川　彩子さん

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
～
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①�

ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
の
首
都
は

④�

こ
れ
に
願
い
ご
と
を
書
い
て

七
夕
の
笹
に
つ
る
し
ま
す

⑦�

ク
ー
ラ
ー
が
少
な
か
っ
た

頃
、
夏
の
暑
さ
は
こ
れ
で
し

の
い
だ

⑨
さ
つ
ま
…
…
、
里
…
…

⑩
牛
な
ど
の
舌
の
肉

⑪
分
銅
付
き
の
武
器
、
…
…
鎌

⑫�

髪
を
と
か
し
た
り
、
整
え
る

道
具

⑭
下
絵
、
素
描
の
こ
と
で
す

⑯�

子
ど
も
を
養
い
育
て
る
た
め

の
…
…
費

⑱�

「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
い
わ
れ

る
貝

⑳�

ネ
ギ
や
ワ
サ
ビ
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
な
ど

��

ニ
ボ
シ
や
コ
ン
ブ
な
ど
か
ら

と
っ
た
汁

�
漢
字
は
象
形
…
…

�
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ

�
パ
ス
ポ
ー
ト
を
日
本
語
で

��

ジ
ュ
ー
ス
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に

も
な
る
夏
野
菜

■
タ
テ
の
カ
ギ

①�

サ
ウ
ナ
室
に
は
い
る
と
こ
う

な
る

②
…
…
は
二
物
を
与
え
ず

③�

青
森
市
で
は
「
ね
ぶ
た
」
祭

り
、
弘
前
市
で
は
？

④
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
…
…

⑤
資
産
が
多
い
人
の
こ
と

⑥
晴
れ
の
ち
…
…
の
ち
雨

⑧�

雲
と
泥
の
よ
う
に
た
い
へ
ん

な
違
い
。
…
…
の
差

⑪
…
…
野
球
。
…
…
競
馬

⑬
…
…
星
と
牽け

ん

牛ぎ
ゅ
う

星

⑮�

魚
や
貝
な
ど
を
煮
つ
め
た
日

本
の
保
存
食
品

⑰
７
月
第
３
月
曜
…
…
の
日

⑲�

愛
く
る
し
い
、
か
わ
い
い
こ

と
を
英
語
で

⑳�

ハ
虫
類
の
家
守
、
何
と
読

む
？

��

車
に
乗
っ
た
ら
…
…
ベ
ル
ト

を
つ
け
よ
う

��

余
興
と
し
て
演
じ
る
短
い

劇
、
…
…
劇

�
草
や
イ
ネ
を
刈
る
農
具

３
９
７
号
（
２
０
２
５
年
５
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
９
７
号
の
答
え
は
、「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
で
し
た
。
応
募

は
19
人
で
し
た
。
抽
選
に
よ
り

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

小
池　

雄
一
朗
さ
ん

（
神
奈
川
県
本
部
・
ピ
ヨ
ピ
ヨ
保
育
園
分
会
）

奥
村　

茜
さ
ん

（
東
海
地
本
・
清
明
山
保
育
園
分
会
）

服
部　

見
美
さ
ん

（
京
都
地
本
・
み
つ
ば
ち
菜
の
花
分
会
）

坂
野　

幸
江
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
大
阪
発
達
総
合

療
育
セ
ン
タ
ー
分
会
）

竹
林　

千
加
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
大
阪
福
祉
事
業
財
団
分
会
）

５月号を読んで

「ワンコイン共済」「ワンコイン共済」でで「もしも」に備えよう「もしも」に備えよう

　コロナで10日間の給付をいただきました。給
付請求期限の３年以内ギリギリでしたが快く受
け付けてもらえ、わかりやすく丁寧な説明で、
書類提出がスムーズにできました。とても安い
掛金でたくさんのなかまを支え、そして今回の
ように自分自身を支えていただける共済は、本
当にありがたいです。
　福祉や保育の仕事では、利用者さんや園児か
らの感染も多く考えられ、いろいろな事故発生
に対して手厚く考えられているとあらためて思
いました。入っていて本当によかったです。
� （北海道・Ｙ.Ａさん）

　ワンコイン共済・医療共済の入院給付は１日目
（日帰り入院含む）から、休業給付は医師の指示に
よる５日間以上の自宅療養から、対象となります。

医療共済をプラスして給付額を充実させることもおすすめです♪

何かの時に頼りなる
みんなで支えあい !!

安い掛金で手厚い給付 !!

　これまでにも何度か共済にはお世話になっ
ていますが、何かの時に頼りになり、みんな
で支えあって、その時々に力に変えてくれる
のが、共済会の給付です。金額の大小にかか
わらず、心の支えにもつながる共済会の大切
さをいつも感じています。ありがとうござい
ました。今後とも、よろしくおつきあいくだ
さい。
� （兵庫・チャッピーさん）

入ってて入ってて

良かった!
!

良かった!
!新

し
い

共
済
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た

７月１日
から

「個人共済」ご加入のみなさんへ
　2025年度の加入証書は７月中旬に発送
予定です。掛金は毎月22日（土･日･祝日
の場合は直後の平日）に指定の口座から
引き落としとなります。
　ただし、「ワンコイン共済」のみの加
入の場合と「火災共済」の掛金は年払い
のため、７月22日に１年分の掛金が引き
落とされます。

分会の共済担当者のみなさんへ
　継続手続きのご協力ありがとうござい
ます。
　2025年度「分会慶弔共済」の登録者
名簿と登録者証は、７月中に発送しま
す。名簿は担当者が保管し、登録者証は
配布してください。

ワンコイン共済は、組合員（65歳未満）ならいつでも加入できます
※医療共済・生命共済をプラスする場合は健康告知の確認が必要です


